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問
地
域
活
性
化
特
命
チ
ー
ム
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
何
か
。

答
「
道
の
駅
」
の
整
備
、「
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
里
づ
く
り
」、
総
合
病
院
の

誘
致
等
、
新
た
な
取
組
に
対
し
て
、

組
織
横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
、
事
業
全
体
の
け
ん
引
役
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

問
総
合
病
院
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
必
要
だ
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

リ
サ
ー
チ
の
段
階
か
ら
専
門
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
踏
ま
え
、
他

自
治
体
の
取
組
状
況
の
分
析
、
県
な

ど
関
係
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
の
ほ

か
、
事
業
の
進
捗
に
あ
わ
せ
、
必
要

に
応
じ
て
専
門
的
見
地
か
ら
の
助
言

を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

○
そ
の
他
の
質
問

◦�

祖
父
母
手
帳
の

導
入

◦�

保
育
所
に
午
睡

ベ
ッ
ド
の
導
入

な
ど

問
合
併
協
議
で
承
認
さ
れ
て
い
る

（
仮
称
）共
和
箕
田
線
整
備
事
業
の
今

後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答
延
長
４．５
㎞
、
幅
員
１５
ｍ
の
道
路
と

し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
土
地
の
分

断
や
残
地
活
用
等
の
問
題
が
発
生

し
、
一
部
の
関
係
者
の
合
意
が
得
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
進
展
が

な
か
っ
た
た
め
平
成
２８
年
度
は
予
算

計
上
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
業
化
に

つ
い
て
は
、
関
係
地
権
者
と
の
合
意

形
成
が
必
要
で
あ
り
、
事
業
環
境
が

整
っ
た
場
合
に
は
、
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問
川
里
中
央
公
園
整
備
の
現
状
は
。

答
平
成
２６
年
度
よ
り
用
地
買
収
に
着

手
し
、
現
在
予
定
地
の
約
８５
％
の
買

収
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

問
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
活
用
で

き
る
公
園
に
工
夫
で
き
な
い
か
。

答
平
成
２５
年
度
に
事
業
認
可
を
受
け

て
お
り
、
実
施
設
計
も
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
見
直
し
は
困
難
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
活
性
化
特
命
チ
ー
ム

の
設
置公

明
党　

川
﨑　

葉
子

共
和
箕
田
線
整
備
事
業

川
里
中
央
公
園
整
備
事
業

鴻
創
会　

坂
本　

晃

問
熊
本
地
震
な
ど
大
震
災
で
の
死
因

の
約
８
割
が
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
も

の
だ
。
大
地
震
に
よ
る
住
宅
等
の
倒

壊
等
か
ら
生
命
、身
体
を
守
る
た
め
、

旧
耐
震
基
準
住
宅
に
つ
い
て
の
耐
震

改
修
促
進
の
取
組
は
。

答
木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
住
宅
の
耐
震
化
へ
の
意
識
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
木
造
住
宅
の
無

料
診
断
や
木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成

事
業
な
ど
の
情
報
を
、引
き
続
き
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
に
掲
載
し
、
防
災

訓
練
な
ど
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

問
災
害
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、
家

具
等
の
転
倒
防
止
器
具
購
入
等
や
通

電
火
災
を
防
ぐ
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設

置
へ
の
助
成
制
度
と
災
害
時
の
薬
剤

医
療
救
護
活
動
に
関
す
る
協
定
は
。

答
家
具
等
転
倒
防
止
器
具
購
入
や
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
、
調
査
研
究
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
薬
剤
師
会
と
は
医
薬
品

等
の
提
供
な
ど
、
協
定
締
結
に
向
け

て
協
議
し
、
早
い
時
期
に
協
定
が
締

結
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ
る
公
共

施
設
の
対
応
と
埼
玉
県
手
話
言
語
条

例
に
よ
る
本
市
の
対
応
は
。

答
職
員
が
思
い
や
り
を
持
っ
て
接
す

る
事
の
再
認
識
と
配
慮
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
の
周
知
、
新
人
研
修
の
中
で
こ
の

法
律
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

本
市
で
は
手
話
言
語
条
例
は
制
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
手
話
活
動
普
及
促

進
事
業
や
児
童
・
生
徒
に
手
話
の
学

習
を
行
う
等
、
す
で
に
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

問
Ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
化
の
状

況
と
対
象
外
の
３
歳
児
ま
で
の
子
ど

も
に
対
す
る
助
成
は
。

答
厚
生
労
働
省
か
ら
１
歳
児
ま
で
の

定
期
接
種
化
の
会
議
の
連
絡
が
あ

り
、
本
年
１０
月
か
ら
の
実
施
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
対
象
外

の
３
歳
児
に
対
す
る
助
成
は
近
隣
市

町
の
状
況
を
踏
ま
え
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
そ
の
他
の
質
問

◦
子
ど
も
食
堂

◦�

医
療
費
無
料
化

◦�

三
人
乗
り
自
転
車
補
助　

他

住
宅
耐
震
改
修
促
進
は

災
害
に
対
す
る
備
え
は

公
明
党　

永
沼　

博
昭

障
害
者
差
別
解
消
法

Ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

公
明
党　

橋
本　

稔

軽くて衛生的な午睡ベッド

問
１８
歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、

出
産
祝
金
制
度
、
小
・
中
・
保
育
所
・

幼
稚
園
の
給
食
費
の
無
償
化
、
こ
れ

は
滑
川
町
で
実
施
し
て
い
る
制
度
。

本
市
の
大
型
開
発
を
た
だ
し
、
子
育

て
支
援
に
ま
わ
す
べ
き
。

答
現
行
の
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

問
八
幡
田
・
下
谷
・
登
戸
の
市
営
住

宅
の
建
設
で
、
低
所
得
者
の
住
宅
確

保
で
“
住
ま
い
は
人
権
”
の
実
現
を
。

答
市
営
住
宅
の
あ
り
方
や
、
登
戸
・

八
幡
田
の
市
営
住
宅
跡
地
は
、
本
年

策
定
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

で
検
討
し
ま
す
。

問
映
画
館
㈱
テ
ィ
・
ジ
ョ
イ
へ
の
５

年
間
で
１
億
７
千
万
円
の
過
大
な
指

定
管
理
料
は
見
直
し
を
。

答
平
成
２８
・
２９
年
度
と
も
計
画
的
に

指
定
管
理
料
の
削
減
を
図
り
な
が

ら
、適
正
な
管
理
運
営
に
努
め
ま
す
。

大
型
開
発
政
治
を
た
だ
し

市
民
要
求
の
実
現
を

お
り
づ
る　

菅
野　

博
子手の指は突き出た脳髄「手

づかみ食べ」根菜を中心に
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問
小
学
校
校
庭
で
昼
休
み
等
の
休
憩

時
間
に
サ
ッ
カ
ー
遊
び
を
禁
止
し
て

い
る
学
校
が
多
い
が
、
児
童
数
の
減

少
や
芝
生
化
さ
れ
て
い
る
校
庭
が
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
制

限
を
緩
和
す
る
な
ど
検
討
、
研
究
は

で
き
な
い
か
。

答
小
学
校
に
お
け
る
児
童
数
、
校
庭

の
広
さ
、
芝
生
化
さ
れ
た
こ
と
も
含

め
、
新
た
に
ボ
ー
ル
遊
び
の
可
能
性

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
緊
急
連
絡
先

や
必
要
な
支
援
内
容
な
ど
を
自
由
に

書
き
込
め
る
も
の
で
、
障
が
い
の
あ

る
方
な
ど
が
災
害
時
や
日
常
生
活
の

中
で
困
っ
た
と
き
に
、
周
囲
に
自
己

の
障
が
い
へ
の
理
解
や
支
援
を
求
め

る
た
め
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
の
配
布
状
況
は
。

答
本
年
３
月
か
ら
５
月
末
ま
で
の
配

布
枚
数
は
、
約
１
０
７
０
枚
で
す
。

ま
た
、
鴻
巣
市
障
が
い
者
団
体
・
支

援
団
体
連
絡
協
議
会
に
も
配
布
を
行

い
、
啓
発
、
周
知
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

小
学
校
校
庭
の
利
用
制
限

は
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は

鴻
創
会　

加
藤　

英
樹

問
重
要
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た

め
設
置
さ
れ
た
、
地
域
活
性
化
特
命

チ
ー
ム
に
よ
る
道
の
駅
整
備
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

答
鴻
巣
市
道
の
駅
整
備
は
、
国
道
１７

号
と
熊
谷
バ
イ
パ
ス
、
計
画
中
の
上

尾
バ
イ
パ
ス
の
交
通
結
節
点
に
予
定

し
て
い
ま
す
。
県
内
に
は
１９
の
道
の

駅
が
あ
り
、
本
市
の
整
備
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
休
憩
・
情
報
発
信
・
地
域
連

携
機
能
と
し
て
、
地
域
防
災
・
自
然

環
境
復
元
機
能
を
加
え
た
構
想
で
す
。

今
後
は
、地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
、

広
域
交
流
や
賑
わ
い
の
創
出
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
道
の
駅

基
本
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

問
道
の
駅
予
定
地
の
農
用
地
除
外
に

向
け
た
、
地
権
者
の
意
向
確
認
は
。

答
基
本
計
画
策
定
に
向
け
、
整
備
施

設
の
内
容
、
規
模
、
配
置
等
を
調
整

し
、
地
権
者
へ
の
説
明
と
合
わ
せ
て

意
向
の
把
握
を
行
い
ま
す
。

問
近
隣
市
の
道
の
駅
整
備
計
画
は
。

答
桶
川
市
は
上
尾
バ
イ
パ
ス
川
田
谷

地
区
に
、
行
田
市
は
国
道
１
２
５
号

総
合
公
園
隣
地
に
整
備
計
画
中
で
す
。

問
鴻
巣
駅
東
口
駅
通
り
地
区
再
開
発

は
平
成
２９
年
度
着
工
、
３０
年
度
完
成

予
定
。
建
築
物
地
上
１４
階
、
地
下
１

階
で
住
宅
、
店
舗
、
駐
車
場
。
エ
ル

ミ
鴻
巣
の
店
舗
入
れ
替
わ
り
が
激
し

く
、
未
だ
に
空
き
床
が
あ
る
現
状
だ

が
、
今
回
の
再
開
発
は
二
の
舞
に
な

る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。

答
住
宅
部
分
は
㈱
マ
リ
モ
、
店
舗
部

分
は
㈱
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
保
留
床
を
取
得
す
る
基
本
契
約
と

な
っ
て
お
り
、
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

問
小
学
校
の
適
正
配
置
対
象
の
大
芦
・

吹
上
地
域
で
の
懇
談
会
が
予
定
さ
れ

て
い
な
い
。「
地
域
の
意
見
を
聞
く
、

日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
」
と
言
い

つ
つ
一
向
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
い

つ
実
施
す
る
の
か
。
ま
た
、
審
議
委

員
の
任
期
は
来
年
８
月
７
日
ま
で
だ

が
、
答
申
は
い
つ
出
す
予
定
か
。

答
意
見
交
換
会
は
、
現
段
階
で
は
未

定
で
す
が
、
今
後
、
審
議
会
で
論
議

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
任
期
中
に
何

ら
か
の
答
申
を
出
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

広
域
交
流
の
道
の
駅
に
よ

る
地
方
創
生
拠
点
づ
く
り

鴻
創
会　

金
澤　

孝
太
郎

鴻
巣
駅
東
口
再
開
発
エ
ル

ミ
鴻
巣
の
二
の
舞
に
は

や
さ
し
い
改
革　

加
藤　

久
子

問
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
愛
好
者
は
年
々

増
加
し
、年
間
利
用
者
は
約
５
万
人
。

仮
に
回
数
利
用
券
５
千
円
を
１２
枚
、

1
万
円
２５
枚
と
し
た
場
合
、
３６
ホ
ー

ル
の
プ
レ
ー
代
は
４
０
０
円
程
度
に

な
る
。
少
し
で
も
安
く
、
手
軽
に
多

く
の
方
が
楽
し
め
、
ま
た
健
康
づ
く

り
の
観
点
か
ら
も
回
数
利
用
券
を
増

や
す
こ
と
を
提
案
す
る
が
、見
解
は
。

答
利
用
状
況
や
稼
働
率
等
の
分
析
も

必
要
で
あ
り
、
指
定
管
理
者
の
意
見

も
参
考
に
し
、
今
年
度
開
催
す
る
ス

ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
の
中
で
意
見
を

伺
い
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
４
月
か
ら
土
曜
保
育
が
２
ケ
所
に

な
っ
た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答
土
曜
の
１２
時
間
保
育
の
実
施
に
よ

り
、
職
業
選
択
の
幅
も
以
前
よ
り
広

が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

土
曜
保
育
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
利
用
状
況
や
保
護
者
の
意
見
等

を
集
約
し
な
が
ら
、
継
続
的
に
実
態

把
握
を
行
い
、
安
心
し
て
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
や
就
労
形
態
に
対
応
す
る

た
め
の
対
策
を
図
り
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
回
数
券
・

今
後
の
土
曜
保
育
は

鴻
創
会　

頓
所　

澄
江

問
毎
年
ク
レ
ア
こ
う
の
す
に
芸
術
文

化
振
興
推
進
補
助
事
業
と
し
て
一
千

万
円
支
出
し
て
い
る
が
、
算
定
根
拠

は
何
か
。
ま
た
、
実
績
報
告
の
確
認

基
準
は
。

答
優
れ
た
芸
術
を
安
価
で
市
民
に
提

供
す
る
趣
旨
で
、
収
益
性
の
確
保
が

難
し
い
事
業
や
、
多
様
な
芸
術
文
化

に
ふ
れ
る
機
会
を
充
実
す
る
た
め
に

指
定
管
理
料
と
は
別
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。事
業
年
度
終
了
後
、

実
績
報
告
書
の
提
出
を
受
け
、
事
業

ご
と
の
入
場
者
数
や
販
売
席
比
率
、

収
支
比
率
な
ど
を
確
認
し
、
補
助
の

適
正
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

問
不
審
者
・
不
審
物
の
情
報
把
握
は
。

答
不
審
者
情
報
は
、
埼
玉
県
警
察
本

部
か
ら
犯
罪
情
報
官
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
市
へ
メ
ー
ル
で
配
信
さ
れ
、
把
握

し
て
い
ま
す
。

　

不
審
物
情
報
は
警
察
が
当
該
施
設

管
理
者
等
へ
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
一
斉
配
信
は
緊
急

性
や
必
要
性
に
応
じ
て
行
う
と
の
こ

と
で
す
。

市
の
文
化
振
興
事
業
は

不
審
者
・
不
審
物
情
報
は

鴻
創
会　

野
本　

恵
司
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問「
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
条
例
」

制
定
の
検
討
は
。

答
多
発
す
る
振
り
込
め
詐
欺
に
対
す

る
被
害
防
止
対
策
の
強
化
は
も
と
よ

り
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
心
の
ケ

ア
な
ど
の
支
援
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、「
振

り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
条
例
」
の
制

定
に
あ
た
っ
て
は
、
国
や
県
の
動
向

を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
の
さ
ら
な

る
連
携
強
化
・
情
報
の
共
有
化
を
図

り
な
が
ら
、
調
査
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

問
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
は
。

答
「
健
康
長
寿
毎
日
一
万
歩
事
業
」

の
参
加
者
に
よ
る
効
果
の
検
証
で

は
、
事
業
開
始
前
と
終
了
時
に
各
種

検
査
や
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、血
液
検
査
と
体
力
測
定
で
は
、

い
ず
れ
か
の
項
目
で
参
加
者
全
員
に

数
値
の
改
善
や
向
上
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
身
体
測
定
及
び
体
組
成

測
定
で
は
、
８０
％
近
く
の
方
に
数
値

の
向
上
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
対
策

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

鴻
創
会　

矢
島　

洋
文

問
鴻
巣
の
教
育
を
他
市
町
村
と
比
較

し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
個
性
、
違

い
が
あ
る
の
か
。

答
通
常
学
級
の
児
童
生
徒
の
学
習
を

中
心
と
し
た
支
援
を
す
る
た
め
、
市

費
に
よ
り
、
い
き
い
き
先
生
を
小
・

中
学
校
合
わ
せ
て
５８
名
配
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
特
別
支
援
学
級
に
は
特

別
支
援
教
育
指
導
員
を
３７
名
、
理
科

教
育
推
進
の
た
め
理
科
支
援
員
を
４

名
、
外
国
籍
児
童
生
徒
の
支
援
を
目

的
と
し
た
日
本
語
指
導
員
を
２
名
、

通
常
学
級
在
籍
児
童
生
徒
が
特
別
な

支
援
を
受
け
る
た
め
に
通
う
通
級
指

導
教
室
に
指
導
員
を
８
名
、
中
学
校

へ
さ
わ
や
か
相
談
員
を
８
名
、
市
費

に
よ
り
配
置
し
て
い
ま
す
。
総
勢

１
１
７
名
の
市
費
臨
時
職
員
を
、
個

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導
の
た

め
に
配
置
し
て
い
る
こ
と
は
、
他
市

に
比
べ
て
誇
れ
る
取
組
で
あ
り
、
児

童
生
徒
数
１
人
当
た
り
の
市
費
臨
時

職
員
数
の
割
合
は
、
南
部
教
育
事
務

所
管
内
の
１３
市
町
の
中
で
も
上
位
で

す
。 鴻

巣
市
教
育
振
興
基
本

計
画か

い
え
ん
た
い　

秋
谷　

修

問
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
っ
て
、

東
口
が
「
新
た
な
顔
」
と
な
っ
た
。

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
活
用

さ
れ
て
い
る
の
が
エ
ル
ミ
パ
ー
ク
。

９
年
目
を
迎
え
た
公
園
の
利
用
状
況

や
安
全
対
策
は
。

答
平
成
２０
年
3
月
に
竣
工
し
、
公
募

に
よ
り
「
エ
ル
ミ
パ
ー
ク
」
と
命
名

し
ま
し
た
。
も
の
つ
く
り
大
学
生
の

ア
イ
デ
ア
と
、
地
元
住
民
の
要
望
を

取
り
入
れ
、
ス
テ
ー
ジ
の
形
状
や
園

路
設
定
に
配
慮
し
ま
し
た
。
交
通
安

全
運
動
の
出
発
式
や
年
末
年
始
特
別

警
戒
の
出
陣
式
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
人
が
集
ま
り
や

す
い
場
所
で
あ
る
事
に
よ
り
、
夜
間

に
集
ま
っ
た
り
、
ご
み
の
散
乱
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
新
た

に
照
明
灯
設
置
や
ベ
ン
チ
の
撤
去
等

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
犯
罪
の

抑
止
効
果
を
図
る
目
的
と
し
て
、
交

差
点
付
近
に
防
犯
カ
メ
ラ
2
基
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
周
辺
道
路
の
更
な
る
安

全
対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

エ
ル
ミ
パ
ー
ク
周
辺
の
防

犯
・
交
通
安
全
対
策
は

か
い
え
ん
た
い　

大
塚　

佳
之

問
自
主
防
災
組
織
の
現
況
は
。

答
市
内
の
組
織
率
は
、
５９
・
３８
％
で

す
。
鴻
巣
地
域
６２
組
織
で
４８
・
７０
％
、

吹
上
地
域
３０
組
織
で
１
０
０
％
、
川

里
地
域
８
組
織
で
２１
・
３６
％
で
す
。

問
活
動
の
状
況
は
。

答
防
災
訓
練
や
研
修
会
、
初
期
消
火

訓
練
、
炊
き
出
し
、
応
急
救
護
訓
練

等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
組
織
の
高
齢
化
に
よ
り
有
事
の
際

に
機
能
す
る
の
か
。

答
出
前
講
座
等
で
、
情
報
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

問
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
対
応
は
。

答
避
難
の
際
に
支
援
が
必
要
な
方

は
、
事
前
に
本
人
の
意
思
で
要
支
援

者
名
簿
を
作
成
し
、
民
生
委
員
な
ど

に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
速
や
か

な
対
応
が
で
き
ま
す
。

問
民
間
企
業
の
協
定
締
結
の
状
況
は
。

答
飲
料
水
・
食
料
品
・
生
活
物
資
の

提
供
は
飲
料
メ
ー
カ
ー
や
ス
ー
パ
ー

な
ど
と
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
は

水
道
・
電
気
工
事
の
組
合
と
、
幅
広

い
分
野
で
締
結
し
て
い
ま
す
。

市
の
防
災
対
策
は

新
た
な
風　

細
川　

英
俊

問
川
里
地
域
で
小
中
一
貫
教
育
を
行

う
た
め
に
、
３
校
の
小
学
校
を
な
く

し
て
新
た
に
校
舎
を
つ
く
る
理
由
は

何
か
。

答
現
在
、
小
中
連
携
教
育
を
行
っ
て

お
り
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
解
消
さ

れ
、
教
育
の
成
果
が
出
て
い
ま
す
。

併
設
型
小
中
一
貫
校
で
教
育
効
果
が

さ
ら
に
高
ま
る
と
考
え
ま
す
。

問
１
４
０
年
の
歴
史
あ
る
学
校
を
核

と
し
て
地
域
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
。

答
単
な
る
教
育
施
設
で
な
く
、
地
域

の
交
流
の
場
な
ど
様
々
な
機
能
を
有

し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
、
給
食

設
備
が
整
っ
て
い
る
１９
校
の
小
学
校

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

答
防
災
の
拠
点
と
し
て
も
重
要
で
す
。

○
そ
の
他
の
質
問

◦�

早
朝
の
駅
無
人
化
、
遅
延
等
事
故

が
続
く
Ｊ
Ｒ
に
安
全
対
策
を
申
し

入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

◦�

地
域
医
療
体
制
を
つ
く
る
こ
と
に

つ
い
て

防
災
の
拠
点
で
あ
る
学
校

を
な
く
さ
な
い
で

日
本
共
産
党　

諏
訪　

三
津
枝
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●は議案に対して賛成、×は反対、キは棄権、欠は欠席、－は本人に関する人事案件のため採決に加わらず　※議長は採決に加わらず
※並び順は議決順です。

中
山
道

国
道
17
号

鴻巣警察署
免
許
セ
ン
タ
ー

釣具店

鴻巣カントリー
入口看板

鴻
巣
カ
ン
ト
リ
ー

鴻
巣
駅

床屋

鴻巣市
議会事務局

（川里農業研修センター内）

鴻巣市議会事務局
〒３６５－０００４ 埼玉県鴻巣市関新田１８００番地
　　　　　　（鴻巣市川里農業研修センター内）

Ｔｅｌ．０４８－５９８－６８６８
Fax.０４８-５６８-11０５
ホームページ　http://www．city．kounosu．saitama．jp

（平成28年₆月定例会）提出議案とその結果提出議案とその結果
　議会では上程された議案を、それぞれが関連する４つの常任委員会（政策総務・文教福祉・まちづくり・市民環境）に付託し、
審議を重ねます。その上で、各議案に対する賛成・反対の立場を起立によって表明します。

議案番号 議　　案　　名 議決結果

会派名（各会派最左が代表者）
鴻創会 コスモスクラブ 公明党 日本共産党 かいえんたい おり

づる
やさし
い改革

新た
な風

坂
本　
　
晃

田
中　
克
美

矢
部　
一
夫

金
澤
孝
太
郎

野
本　
恵
司

金
子　
雄
一

頓
所　
澄
江

坂
本　
国
広

矢
島　
洋
文

市
ノ
川
徳
宏

加
藤　
英
樹

阿
部　
愼
也

中
野　
　
昭

羽
鳥　
　
健

芝
嵜　
和
好

潮
田　
幸
子

橋
本　
　
稔

川
﨑　
葉
子

永
沼　
博
昭

竹
田　
悦
子

諏
訪
三
津
枝

秋
谷　
　
修

大
塚　
佳
之

菅
野　
博
子

加
藤　
久
子

細
川　
英
俊

第56号 鴻巣市監査委員の選任について 同　　意 ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ●

議　
　
　
　
　
　
長

● ● ● ● ● ● キ キ ● ● キ キ ●
第46号 専決処分の承認を求めることについて 承　　認 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
第47号 専決処分の承認を求めることについて 承　　認 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
第48号 専決処分の承認を求めることについて 承　　認 ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第49号
鴻巣市放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

原案可決 ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第50号
鴻巣市指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例

原案可決 ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第51号

鴻巣市指定地域密着型介護予防サービス
の事業の人員、設備及び運営並びに指定地
域密着型介護予防サービスに係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決 ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第52号 鴻巣都市計画事業原馬室・滝馬室土地区画
整理事業施行規程等の一部を改正する条例 原案可決 ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第53号 市道の路線の廃止について 原案可決 ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
第54号 市道の路線の認定について 原案可決 ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
第55号 平成28年度鴻巣市一般会計補正予算（第１号） 原案可決 ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
議　請 
第₃号 国旗掲揚に関する請願書 採　　択 ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × ● ● × × ●

議　請 
第₄号 所得税法第56条の見直しを求める請願書 不 採 択 × × × × ×× × × × × × × × × × × × × ● ● × × ● ● ×

第57号 工事請負契約の締結について 原案可決 ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
議　提 
第₄号

次期介護保険制度改正における福祉用
具、住宅改修の見直しに関する意見書 原案可決 ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × ● ● × ● ●

議　提 
第₅号

総合病院の整備に向けた基金の設置を求
める決議 原案可決 ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × ● ● × × ×

問
土
曜
保
育
が
始
ま
り
、
生
出
塚
・

登
戸
保
育
所
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ず
諦
め
た
方

が
い
る
。
上
尾
・
桶
川
・
北
本
・
伊

奈
で
は
す
べ
て
の
公
立
保
育
所
で
土

曜
保
育
を
行
っ
て
い
る
。
鴻
巣
で
も

子
ど
も
の
成
長
、
子
育
て
の
観
点
か

ら
す
べ
て
の
公
立
保
育
所
で
土
曜
保

育
を
行
う
こ
と
は
。

答
保
護
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
、
所
長
会
議
で
保
護
者
の
実
態
も

協
議
し
、
平
日
の
保
育
所
運
営
も
含

め
考
慮
し
て
、
子
ど
も
の
安
全
、
保

護
者
の
安
心
の
観
点
か
ら
生
出
塚
・

登
戸
保
育
所
で
土
曜
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
保
護
者
か

ら
は
、
不
安
の
声
は
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

問
鴻
巣
は
、
正
規
職
員
が
少
な
い
か

ら
で
は
な
い
か
。
正
規
職
員
を
増
や

し
、
土
曜
保
育
を
広
げ
る
こ
と
は
。

答
保
育
士
の
採
用
は
、
こ
こ
数
年
、

退
職
者
数
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
実
態
把
握
を
行
い
、
土
曜
保

育
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

す
べ
て
の
公
立
保
育
所
で

土
曜
保
育
を

日
本
共
産
党　

竹
田　

悦
子


